
県内主要 6 港※の 7～8 月のシラス水揚量を、潮岬から遠州灘西部

における 5～6 月のカタクチイワシ卵の採集数から予測しました。 
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⚫ ５～６月のカタクチイワシ卵の採集数が少ない年は、７～８月

のシラス水揚量が少ない傾向にあります（下の図）。 

⚫ 今年 5～6月の卵の採集数から判断すると、７～８月の水揚量は

低調になると予測されます。 

調査方法 網口直径 0.45m のプランクトン

ネットを水深 150m から鉛直曳 

※主要 6 港：新居、舞阪、福田、御前崎、吉田、用宗 

発行 2023 年 7 月 6 日 

5～6月の
卵の採集調査地点
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